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イチゴの奇形果発生に関する研究（第3、報）

　　　　　農薬散布の影響について

川里宏1・大和田常晴・・矢板孝晴

　1．緒　　言

　開花期における農薬散布が結実に及ぼす障害

について。果樹栽培上では従来から注目されて

　　　　1）2）

きているカ�_野菜ではこの種の問題に関する報

　　　3）415）

告は少ない．しかし最近イチゴめ開花中におけ

るある種の農薬散布が花粉稔性を低下させある

いは柱頭上の花粉発芽を抑制し奇形果発生の原

　　　　　　　　　　　　6171819｝

因どなることがあいついで報告され，その障害

の大きいことが認められてさた．しかしこれら

の報告では供試された薬剤の種類が限られてお

り，また花令との関連を検討した報告は少ない

．

　そこで新しい薬剤について検討し，あわせて

花令と障害発生の関係を明らかにするため昭和

45年度に試験を実施した．ここにその結果を報

告する．

　試験遂行にあたり遠藤喜重野菜部長，加藤昭

佐野分場長ならびに病理昆虫部手塚徳弥技師よ

り有益な御助言と御指導をいただいた．記して

謝意を表する次第である．

　II．材料および方法

　いずれの試験も昭和46年1月11日に保温を開

始したハウス栽培の“ダナー”を用いた．保温

開始後は一般の農薬散布は行なわなかった．ほ

場試験は各供試農薬について9株ずつ用意し第

2〜4花房開花期に試験を行なった。農薬散布

はハンドスプレイ（家庭用）を用いて花の正面

から2回散布した．花粉発芽試験と奇形果の表

　　　詳jo！

示は前報に準じて行なった．温度管理は標準的

に行ない開花中は虫媒を防ぐため寒冷しゃをト

ンネル状に被覆した．供試農薬は第1表に示し

た．試験はづぎめ4項目につい’宅行な「うた．

　1，花令との関係試験　　散布時の花令と奇

形果発生を検討するたあ1に行なちた、散布は2

月22日（午後3〜4時，気温16〜14℃）3月5

日・（午後13蒔，ゴ16℃）一3月10日・（午後2時，22

℃）の3回行なった．

　2。花粉に対する影響試験　　農薬散布され

た綺より生ずる花粉の稔性を検討するために行

一な

った．前項の試験に用いた花のうち蕾と開花

当日の花について花粉発芽率を調査した．開花

当日に散布された花については発芽率の経時的

変化を調査した．各農薬につき3花を用いた．

　31受粉試験　　柱鎖上1こお骨る花粉の発芽

を検討するために行なうだ・供試花は3月10日

11日に除雄，パラフィン袋で袋かけを行ない花

弁が開いた3月13日に所定の薬剤奄散布し柱頭

が乾いてから健全花粉（発芽率50％以上）を筆

で受粉した．受粉後再び袋かけを行なった．

　各農薬について10花を供試した．

、第1表．供試した農薬

殺　　菌　　剤

ポリオキシンA　L水和剤科研

トリアジン水和剤50

ダイセン水和剤

ベンレート水和剤

トップジン水和剤

スタレックス水和剤30

ユーパレン水和剤

キャプタン水和剤

デプシイ水和剤

殺ダニ剤

カラセン乳剤

モレスタン水和剤

チェクサイド水年剤

エラジトン水和剤

殺虫剤

デプテレックス乳剤

サリチオン乳剤
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